
小樽市地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の課題
・利用者ニーズに対応した持続可能な公共交通ネットワークの形成
・各地域で安心して暮らし、日常の移動手段として便利に使える公共交通の確保
・路線バスの利用者が減少する中で、効率的な地域公共交通の運行が必要
・観光客等の来訪者も使いやすいバス路線等の検討が必要
・地域公共交通の利便性を向上させる公共交通間の連携策の検討が必要
・利用促進策の検討が必要

○計画推進事業の主な内容
・市内バスマップの作成と住民への配布。

○地域公共交通の現況
・ＪＲ函館線（銭函駅、朝里駅、小樽築港駅、南小樽駅、小樽
駅、塩谷駅、蘭島駅）
・路線バス３社
・タクシー会社８社
・

小樽市

本市の地域公共交通は鉄道、路線バス、タクシーによる交通手段で構成されており、通勤、通学、通院、買物といった市民生活
に関連した移動だけでなく、本市を訪れる観光客の移動を支える重要な役割を担っています。しかしながら、本市では昭和39年
以降、人口の減少が続いており、現状のままではバス路線の維持が困難となっています。こうした中、令和元年５月には「小樽市
地域公共交通網形成計画」を策定し、現在、市内公共交通の維持確保に取り組んでいます。

概 要

平成２９年１１月３０日設置

地図

○地域公共交通活性化協議会開催状況
６月１０日 第１回小樽市地域公共交通活性化協議会
・フィーダー系統確保時計画について
１月２８日 第２回小樽市地域公共交通活性化協議会
・事業評価について
２月 第３回小樽市地域公共交通活性化協議会（書面開催）

・小樽市地域公共交通網形成計画に係る事業計画について



平成○○年○月○○日設置
小樽市地域公共交通活性化協議会 計画推進事業の取組状況

◎ バスの乗り方や市内バス路線を網羅したバスマップを作成し、配布。

〇 バスマップ作成
■ 経過
・ ８月 ３日 バスマップ作成業務について、委託業者と契約締結
・ １０月１６日 バスマップ１０，０００部納品
・ １２月１６日、２３日 各世帯へ配布

■ 作成における工夫
・ 普段バスを利用しない方でも、バスの乗り方がわかるようイラスト等を用い、詳しく紹介した。
・ 主要施設の最寄停留所、のりば案内等を詳しく紹介した。

●計画推進事業の結果概要
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〇 バスマップ配布
■ 配布について
・ 市内バス路線の中で不採算路線の沿線にある町会へ送付し、町会を通じ、各世帯へ配布した。（約6600世帯）
・ 市役所や出先機関の窓口に設置し、希望者や転入者へ配布した。

■ 配布町会

■ 課題等について
・ 世帯数の多い町会には、配布の負担が大きい。
・ 協議会により、戸別訪問による配布を予定していたが、コロナ禍により行うことができなかった。

●計画推進事業の結果概要

№ 町会 配布数 № 町会 配布数 № 町会 配布数
1 葵ヶ丘町会 160 12 パークシティ幸町会 306 23 親和町内会 70
2 砂和町会 250 13 オタモイ３丁目町会 250 24 伍助沢町内会 21
3 旭山町会 39 14 新道町会 153 25 塩谷新栄町会 38
4 長和町会 750 15 桃内町内会 68 26 塩谷団地共和会 57
5 共睦町会 850 16 新吉原町会 210 27 団地共友会 21
6 長栄町会 400 17 塩谷吉原町会 65 28 五棟会 45
7 松山町会 125 18 塩谷文庫歌町内会 75 29 塩谷緑ヶ丘町会 95
8 幸町会 1200 19 澗交和会 60 30 塩谷グリーンハイツ町会 23
9 オタモイ町会 760 20 丸山下町会 72 31 団地親和会 21
10 オタモイ南町内会 85 21 寅吉沢町会 18 32 塩谷Ａ団地50-1自治会 38
11 オタモイ新和町会 192 22 稲穂沢町内会 10 33 なぎさ会 26
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・今後も利用者や協議会等の意見を参考に、必要に応じてバスマップを更新し、増刷・配布を検討していく。
・市ＨＰにバスマップを公開し、市民や観光客にも周知することで、更なる公共交通の利用促進を図る。

●計画推進事業の今後の改善点

計画どおり事業は適切に実施された。

●計画推進事業実施の適切性

・事業は、計画どおり適切に実施されているものと考える。
・今回作成したマップをきちんと活用し、今後の利用促進の取組が地域公共交通の確保維持にしっかりと繋がることを期待する。

●地方運輸局における二次評価結果


